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· はじめに■
　社会教育主事講習[B]実施中です！

先月19日から国立教育政策研究所社会教育実践研究センター主催平成22年度社会教育主事講習[B]のサブ会場として17名の受講者を迎え講座実施中です。

広島県の受講者の他，山口県や遠くは長崎県からも当センターに受講参加されています。

広島県での最初の社会教育主事講習は昭和33年に広島大学教育学部で開催されました。そして昭和36年からは毎年夏に広島大学を会場で実施され50年が過ぎました。その間，多くの方々が修了され，各地で社会教育の推進に御尽力いただいています。

平成12年度からは，夏季は行事のため参加しにくい社会教育関係者も比較的時間が取れる冬季に受講できるエルネットを活用した社会教育主事講習を当センターで実施することにしました。

10年間に128名の方々に受講していただきました。

当センターの社会教育主事講習の特徴は，講習期間のほぼ中ほどに実施される２泊３日の宿泊研修を島根県立社会教育研修センターと協働で実施してきたことです。広島会場と島根会場の参加者の皆さんが同じ会場で宿泊研修を行うことによって，参加者の社会教育におけるネットワークを拡げることができます。今年も２月２日から３日間，国立江田島青少年交流の家を会場に広島会場から11名，島根会場から８名の参加者で実施します。

私も「生涯スポーツの実際」の講義を担当します。参加者の皆さんとの交流を楽しみに指導プログラムつくりに頑張っているところです。

この社会教育主事講習は，分割履修や放送大学の単位互換等も可能です。来年度の社会教育主事講習受講に向けて検討されてみてはいかがですか？社会教育についての視野とネットワークが今以上に拡がること請け合いです。　　　　　　　　
所長　新田　憲章　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■お知らせ■
★広島県立生涯学習センター研修案内
当センターでは，市町の職員やボランティア，コーディネーターを対象とする様々な研修を実施しています。
また，家庭教育支援，地域づくりなどの地域課題に対応したテーマで市町が実施する研修を，企画段階から支援します。
研修に役立つ教材の作成や指導者・支援者向けの情報のホームページへの掲載も行っています。是非，御活用ください。
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/jigyou/center%20katudou%20naiyou22d.htm#3
　
【情報提供】

· 事例・学習プログラムの紹介

当センターでは，参考になる事業や学習プログラムをテーマや社会教育施設
に分けてホームページで御紹介しています。
エコまつり環ッハッハinよしじま

このイベントは,平成16年に吉島の広島市環境局中工場（廃棄物処理施設）が新しくなったことをきっかけに「ゴミゼロ」をテーマに「市民」「企業」「行政」が協働で実施した手作りのイベントで，毎年実施されています。
「環ッハッハinよしじま」は,分別することでゴミが資源に変わる体験や展示・食・遊び等を通じて，市民一人一人が，環境にやさしいライフスタイルを実践できるキッカケづくりに繋げていくことを目的に，「ゴミを出さない，でも楽しい」を目指したイベントです。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/jissenn/jirei%20genkou/kankyou/jirei%20eco-matsuri.htm
　
★視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）

○１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/riyou/shichoukaku/shichoukaku.htm
■リンク集（広島県教育委員会関連，県立施設，文部科学省関連）■
【広島県教育委員会関連】

★広島県教育委員会
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/hotline/index.html
★講座，イベント情報は，県内の学習情報を幅広く載せた，「ひろしま　まなびネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
【広島県立施設】
★広島県立図書館（℡：082-241-2299）

http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/index.htm
　
「おはなし会」

　　＜２月12日（土）11:00～11:40＞
　　　図書館員やおはなしボランティアが，幼児・児童を対象とした児童資料の読み聞かせ・紹介，ストーリーテリング，ブックトークなどを行います。

　　　子どもだけでなく，子どもの読書に関心のある方はどなたでも参加でき

ます。

· 申込み不要・無料

資料展示「古代のたたら製鉄」

　　＜１月５日（水）～２月20日（日）＞

中国山地の「たたら製鉄」について，関連資料を展示・紹介します。県立歴史民俗資料館との連携展示です。

· 申込み不要・無料

ばく書（特別整理）による休館

　　＜２月22日（火）～３月４日（金）＞

蔵書点検など,特別整理作業のため休館します。

★広島県立福山少年自然の家(℡：084-935-7166)
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
平成22年度主催事業の実施について
　　小学校３年生から中学生までを対象とした自然科学教室などの自然体験活動をNPO法人自然体験活動推進協議会の企画・運営により，年間８事業実施します。

　　事業内容及び参加者の募集等については，既に学校等を通じてリーフレットを配布しています。詳細は，ホームページにも掲載しています。

　　是非，御参加ください。

意欲を育む体験活動推進フォーラムの開催について

　＜２月22日（火）13:20～17:00＞

平成21年度の広島県内の不登校児童生徒は，小学校611人（0.38％），中学生2,387人（2.89％）となっており，依然として深刻な状況にあります。

こうした背景から，広島県教育委員会は不登校対策の一環として，広島県立福山少年自然の家及び安芸高田市，庄原市において，体験活動を通して，意欲をもって生活する態度を培うとともに主体性や社会性を育み，再登校のきっかけづくりとするために，文部科学省委託事業を活用して「意欲を育む体験活動推進事業（里山夢体験）」を実施してきました。

事業の推進に当たっては，プロジェクト委員会を設置し，大学，NPO法人，指定市町適応指導教室など，教育関係機関と連携し，事業の普及及び事業効果の検証，体験プログラム事例集等の調査研究を始め，ユースサポート（支援者）の養成に努めてきました。

このフォーラムは，実践発表や調査研究報告，シンポジウムを通して，不登校児童生徒の自立への意欲を育む体験活動や支援の在り方について理解を深めるとともに，県内の各市町及び青少年教育施設における取組の充実を図るために実施します。是非，御参加ください。
主　　催：広島県教育委員会
主　　管：広島県立福山少年自然の家

対 象 者：保護者，教職員，スクールカウンセラー，適応指導教室関係者，市町青少年教育担当者，青少年施設職員，民間フリースクール等関係者等
場　　所：広島県立福山少年自然の家
内　　容：実践発表
　　　　 　 「意欲を育む体験活動推進事業の取組を通して」
　　　　　　  発表１　広島県立福山少年自然の家

　　　　　　  発表２　安芸高田市

　　　　　　  発表３　庄原市

　　　　　調査研究報告

　　　　　　「事業参加経験者への面談による事業効果の検証」

　　　　　　　　広島大学４年　馴田　佳央（ユースサポーター）
　　　　　シンポジウム
　　　　　　テーマ：「不登校児童生徒の自立への意欲を育む支援の在り方」

　　　　　　　　　　コーディネーター

　　　　　　　　　　　広島大学大学院教育学研究科教授　

岡本　裕子

問合せ先：〒720-0542
　　　　　広島県福山市金江町藁江619-2

　　　　　広島県立福山少年自然の家
　　　　　電話　084-935-7166
ファクシミリ　084-935-7179

　　詳細は，当施設のホームページを御覧になるか，電話でお問合せください。

· 縮景園（℡：082-221-3620）　　
http://shukkeien.jp/sitemap.php
梅見茶会

　＜２月13日（日）10:00～15:00＞（茶会受付）
内　　容：春を告げる梅の開花に合わせ，清風館に本席を，芳香漂う梅林に甘酒席を各々設け，早春恒例のお茶会を開催します。

場　　所：本席　清風館　甘酒席　梅林
　　茶　　券：本席　800円  甘酒席　600円
流　　派：上田宗箇流和風会

梅の状況・・・園内には，紅梅・白梅合わせて17種類，約110本の梅の木があります。 
　　　　　　　今年は，例年より早く12月下旬より咲き始めましたが，年末年始の寒気の影響で停滞しています。

　　　　　　　見頃は例年どおり，２月中旬から３月上旬になる見込みです。

★広島県立美術館（℡：082-221-6246）
http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/
特別展

「第57回日本伝統工芸展」

＜１月19日（水）～２月６日（日）＞

　日本の工芸技術は特有の気候風土の中から生まれ，長い年月をかけて育まれ磨かれてきました。本展では，優れた伝統を受け継ぐ陶芸・染織・漆芸・金工・木竹工・人形・諸工芸を人間国宝から新進気鋭の若手まで日本を代表する作家の作品326点で紹介します。なお，広島県内からは９名の作家の作品が入選しています。

「日本画」の前衛　1938-1949

＜２月22日（火）～３月27日（日）＞

　　「日本画」の世界において,1930年代後半期,伝統的美意識に反旗を翻し,新たな表現を求める果敢な活動が生まれました。それが,わが国ではじめて具体化された「前衛」意識と位置づけ紹介します。

　　本展覧会で紹介する約80点の作品の中には,新しく所在が判明し初公開となる作品や,関連作家の代表作品も数多く出品されます。
　　広島出身の船田玉樹や丸木位里といった作家を含め,終戦をはさむ激動の時代の中で,「日本画」がいかなる表現を追求してきたか,その創作の軌跡を紹介します。
　所蔵作品展
彫刻展示スペース　

「木を彫るということ－平櫛田中（ひらくしでんちゅう）と圓鍔勝三（えんつばかつぞう）－」

　　＜２月１日（火）～４月17日（日）＞
田中《落葉》や圓鍔《面》など，広島県ゆかりの二人の木彫作品を紹介。近代木彫界を代表する,それぞれの個性豊かな表現と卓越した彫技を御堪能ください。
第１室　　　

　　「マックス・エルンスト」《博物誌》
　　＜２月１日（火）～４月17日（日）＞
エルンストが創始したフロッタージュ（こすり出し）による,幻想世界の《博物誌》を紹介します。
　－「日本画」の前衛展によせて－
第２室　

「広島画壇の先鋭・山路商とその時代」

　　＜２月１日（火）～４月17日（日）＞

　　　広島の前衛美術運動をリードした油彩画家・山路商の作品を中心に,山路の活躍した昭和戦前期の絵画シーンを紹介します。
第３室　

「日本画革新の系譜」

＜１月25日（火）～２月27日（日）＞

伝統を乗り越えて革新的な画面を生み出そうと模索した画家たち。明治から現代までの日本画革新の流れの一端を紹介します。
第４室　　

　　「陶芸の前衛　走泥社」

　　＜１月25日（火）～４月10日（日）＞

　　　走泥社は昭和23（1948）年７月に結成された陶芸革新運動のグループ。走泥社の作家たちが生んだ現代陶芸の象徴ともいえる「オブジェ」を紹介します。
★（財）広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室（℡：082-295-5751）

http://www.harc.or.jp/
　　
★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
　　
　第３回歴風トーク「中世遺跡出土資料にみる桶・樽の展開」

＜２月６日（日）14:00～16:00＞
　　　最近まで私たちの身近な道具であった日本の桶について,中世遺跡出土品からその歴史と発展過程を考えます。
　　　講　　師：鈴木　康之（広島県立博物館　主任学芸員）

※当日受付・参加費無料
歴史民俗展示「ちょっとなつかしい玩具たち－わらべの時間－」
　　＜１月14日（金）～３月27日（日）＞

　　　日本の高度経済成長の中，それまでの木や土や紙といった素材で作られた玩具が捨てられ，子どもたちの遊びが大きく変化する以前の玩具を中心に展示します。

展示解説会

歴史民俗展示「ちょっとなつかしい玩具たち－わらべの時間－」

　　＜２月13日（日）・２月20日（日）13:00～14:00＞

冬の展示会「ちょっとなつかしい道具たち－明かり，暖房，娯楽－」
　　＜１月28日（金）～３月21日（月）＞

　　　近代から現代の道具を，戦前・戦後の２つの時代に分け，照明器具，暖房器具，ラジオ・テレビなどの娯楽器具を展示し，道具の発達やその歴史を紹介します。

展示解説会

冬の展示会「ちょっとなつかしい道具たち－明かり，暖房，娯楽－」

　　＜２月13日（日）・２月27日（日）13:00～14:00＞

　早春のスポット展示「ちょっとなつかしい思い出の三次人形とひな人形」

＜１月28日（金）～３月27日（日）＞
　　　桃の節句にあわせて,県北の節句人形である三次人形と昭和30年代から平成にかけての雛人形と節句掛け軸などを展示します。
　第７回ふどきの丘体験教室　こふんの森たんけん②「野鳥かんさつ」

＜２月12日（土）10:00～12:00＞
　　　日本鳥類保護連盟の先生方にわかりやすく解説していただきながら,こふんの森にやってきた冬の渡り鳥たちを観察します。

※当日受付・参加費無料

　中国横断自動車道尾道松江線建設事業に係る

「備北地域埋蔵文化財発掘調査報告会」

＜２月26日（土）13:00～16:00＞
　　　平成22年度に中国横断自動車道尾道松江線建設工事に伴って発掘調査された備北地域の遺跡について,スライドを使って発掘調査担当者が概要を紹介するとともに,出土品を速報展示します。

※当日受付・参加費無料

★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
通史展示室

平成22年度スポット展示

「中世からつながる漁具の系譜

－広島県立歴史民俗資料館所蔵江の川の漁具－」
　　＜１月28日（金）～３月31日（木）＞

　　　江の川の自然と歴史的風土のなかで形成された近代の江の川の漁撈文化を端的に示す魚網や錘，モリやヤスなど代表的な漁撈用具と中世の草戸千軒町遺跡から出土した中世民衆の使った漁撈用具を対比して展示し，その類似点や相違点を時代や地域の環境の違いなどから紹介します。　　

　　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上

スポット展示解説会

　　＜２月６日（日）13：30～14：30＞

テ － マ：スポット展示「中世からつながる漁具の系譜」から

　　　講　　師：田邊　英男（広島県立歴史民俗資料館主任学芸員）

※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上

研修室
こども博物館あそびの教室
　　＜２月27日（日）10：00～16：00＞

テ － マ：「ひな祭りを楽しもう」　　

　　　内　　容：折り紙で,ひな人形を作ります。
　　　そ の 他：開催時間中は,自由に参加できます。

　　　　　　　　なお折り紙は,持参していただくか館内ミュージアム・ショップでも購入できます。（１セット　200円）
※臨時の休館日　　２月１日（火）～２月４日（金）
　
· 広島県立総合体育館（℡：082-228-1111)
http://sports-hiroshima.jp/01_hpsc/information.shtml
★広島県立文書館(℡：082-245-8444)

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/index.htm
収蔵文書の紹介展示「広島藩における民衆教化と孝子奇特者褒賞

　　　　　　　　　　－『芸備孝義伝』と『教訓道しるべ』－」

　＜１月５日（水）～３月18日（金）8：30～17：15＞月曜日～金曜日
　　場　　所：広島県立文書館展示室　　

　　内　　容：江戸時代，広島藩では庶民への道徳を説くため様々な施策を行いました。領内の孝義者を紹介する『芸備孝義伝』や，庶民が身に付けるべき道徳を平易に記した『教訓道しるべ』などの書物も作られました。この展示では，これらの書物のほか，孝子奇特者への褒賞に関する文書を展示します。
【文部科学省関連】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★文部科学省
http://www.mext.go.jp/
　
· 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター

http://www.nier.go.jp/jissen/index.htm
· 国立三瓶青少年交流の家 
http://sanbe.niye.go.jp/
子どもゆめ基金オープンドリーム事業
趣旨：園児や児童が，家族と共に歩くスキー等の三瓶雪体験を行うことで親子の絆を深めます。

　　雪そりを楽しもう！inさんべ

＜２月５日(土)・２月６日（日）＞

　ゲームやそりを雪の中で楽しみます。白銀の世界をお楽しみください。

　　　　定員：100名

　　ダイナミック！！雪そり大会inさんべ

＜２月26日(土)・２月27日（日）＞

　　　　交流の家より移動して琴引フォレストパーク（スキー場）で大会を行います。
　　　　家族の思い出作りにお越しください。

　　　　定員：100名
　研修支援関連事業

　　趣旨：家族に四季の三瓶での活動プログラムの情報提供をすることで，家族の絆を深めることや基本的な生活習慣を確立するきっかけづくりを行います。
四季の三瓶を楽しもう！パッケージプログラム（冬）

＜３月19日(土)・３月20日（日）＞

　　　　　　カプラ大会（西洋積み木）やぐるぐるパン作りを通して，親子の絆を深めます。
　　　　　　定員：50名

冬に向けて，わくわくするようなイベントをたくさん計画中です。　　　　

　　　詳細はホームページに順次掲載予定です。是非，冬の三瓶を満喫しにお越しください。
　　　　

· 国立江田島青少年交流の家 
http://etajima.niye.go.jp/
　海色創造塾「田家秀樹さんの江田島音楽トーク」
＜２月11日(金・祝日)13:00～15:00＞

　　　江田島市の中高生が社会参画体験の一環として，江田島のよさを発信するために企画・運営する事業です。

　　　講師の田家秀樹さんは，日本ロック・ポップスを創世記から見続けている音楽評論家で，少年期を江田島で過ごした浜田省吾さんとも親交の深い方です。
　　　トークではハマショーの知られざる素顔も紹介していただけるかもしれませんね。興味のある方は是非いらしてください。

　　　当日，交流の家への宿泊も可能です。

　　　　場　　所：江田島青少年交流の家　講堂

　　　　対　　象：江田島音楽トークに興味・関心のある人

　　　　定　　員：先着300名

　　　　参 加 費：無料

　　　詳細については，ホームページを御覧ください。

http://etajima.niye.go.jp/05kikaku/present.html
　子どもゆめ基金オープンドリーム事業

　　東京藝術大学「おとあそび♪音楽隊」がやってくる

　　　～おとあそび♪親子コンサートin呉～

＜３月６日(日)14:00～16:10＞（受付開始13:30～）

　音楽のスペシャリストが，親子で音楽を楽しむ機会を提供し，親子のコミュニケーションの促進を図ります。

　また，教育関係者がおとあそびのスキルを学ぶ機会を提供します。

　　　　場　　所：呉市民会館　ホール（呉市中央四丁目１－６）
　　　　対　　象：３歳～小学３年生を含む家族，教育関係者・学生等
　　　　定　　員：家族（１階席　322席），

教育関係者・学生等（２階席　552席）
定員を超えた場合は抽選により決定します。

　　　　参 加 料：無料
　　　　申込方法：(１)家族の場合
　　　　　　　　　　　下記の事項を記入し，往復はがきでお申し込みください。

1 参加される家族全員の氏名
（子どもの年齢・学年，家族の続柄）
2 郵便番号，住所

3 電話番号（確実に連絡が取れる番号）

＊返信用はがきには必ず宛名を記入してください。

＊申込は１家１枚に限ります。
（２）教育関係者・学生等の場合
　　　　　　　　　　　下記の事項を記入し，往復はがき，ファクシミリ又は電子メールでお申し込みください。

1 氏名と所属
2 郵便番号，住所，電話番号

（確実に連絡が取れる連絡先）

3 ファクシミリ番号又は電子メールアドレス

（ファクシミリ又は電子メールで申し込まれた方のみ記入してください。）
· 往復はがきで申し込まれた方は，返信用はがきに必ず宛名を記入してください。

· コンサート終了後，東京藝術大学の先生から30分程度，コンサートの中から音楽指導の参考となるポイント等を講義していただきます。
申 込 先：〒737-2126　広島県江田島市江田島町津久茂一丁目１－１
国立江田島青少年交流の家「おとあそび」係宛

ファクシミリ　0823-42-0664

電子メール　　etajima-mado@niya.go.jp
締切り：２月11日（金）消印有効（往復はがきの場合）　　　　　　　
詳細については，ホームページを御覧ください。
http://etajima.niye.go.jp/05kikaku/opendream.html
· 国立吉備青少年自然の家　
http://kibi.niye.go.jp/
子どもゆめ基金オープンドリーム事業

「吉備の森宇宙クラブ」－きびの森から冬の夜空をみあげてみませんか－
「木星と冬の星座（オリオン座）をみよう！！」

＜２月５日（土）＞

「木星と冬の星座（オリオン座）をみよう！！」
＜２月26日（土）＞

日　　程：各回共通
　　　　　17：35～　　　　夕食（希望者）

　　　　　18：00～　　　　受付

　　　　　18：30　　　　　開会式

　　　　　19：00～20：30　天体観測
※日帰りの方は解散，宿泊の方は朝食後解散となります。

　　　　　　　　　※荒天等で天体観測が実施できない場合，スライド視聴や天体のお話，クラフト等を行います。
会　　場：国立吉備青少年自然の家　天体観測棟
対　　象：幼児，小学生とその家族
　　募集人員：各回親子15組程度
　　参 加 費：日帰り150円（保険料）
※夕食，宿泊を希望は別途実費が必要となります。

　　　　詳しくは開催要項を御覧ください。
　　　　宿泊場所は，相部屋となります。
申込方法：参加希望者は，参加申込書（ホームページからダウンロード）に必要事項を記入し，90円切手を貼った返信用封筒（宛先明記）同封の上，郵送にてお申し込みください。ただし，先着順ですので，空き状況をお問合せの上，お申し込みください。

「野外教育フェスタ」－指導者のための仲間づくり研修会－

＜２月11日（金）～２月13日（日）＞

日　　程：－ステップアップ編－（応用に重点を置いたコース）

　　　　2/11（金）オリエンテーション，ウォームアップ，

　　　　　　　　　ニーズアセスメント，学びの環境作り

　　　　2/12（土）実践事例の紹介，実践事例の体験，

情報交換会

2/13（日）現場での活かし方についてのグループ討議，まとめ　　　　　
会　　場：国立吉備青少年自然の家

講　　師：ＰＡＪ（プロジェクトアドベンチャージャパン）
トレーナー　杉村　厚子　　門田　卓史

対　　象：教員，青少年教育施設職員，体験活動指導者，
　　　　　青少年団体関係者，施設ボランティア，学生等

　　募集人員：25名（先着順）
　先着順ですので，お電話にて御確認の上，早急にお申し込み願います。

　なお，ステップアップ編へのお申し込みは教職員の方に限らせていただきます。

参加費：4,100円（食事代，シーツ等洗濯料，保険代）

　　　　情報交換会費は，別途500円を御用意願います。
申込方法：参加希望者は所定の申込書（ホームページからダウンロード）で，郵送，ファクシミリ又は電子メールでお申し込みください。
申込み・問合せ先
　　　　　　独立行政法人国立青少年教育振興機構

国立吉備青少年自然の家　
子どもゆめ基金オープンドリーム事業

　　　　　　〒716-1241　岡山県加賀郡吉備中央町吉川4393-82

　　　　　　電話　　　　　0866-56-7232

ファクシミリ　0866-56-7235

　　　　　　電子メール　　kibi-senmon@niye.go.jp
· 国立山口徳地青少年自然の家　
http://tokuji.niye.go.jp/
｢森の手作り教室｣

＜２月14日(月)・２月15日(火) 10:00～＞

小枝のクラフトを作ります。
· 要申込み・参加費1,000円（食費を含む）

｢石風呂体験会｣

＜２月６日(日)・２月18日（金）・２月25日（金）13:00～＞

その昔，焼失した東大寺大仏殿の再建に徳地の材木が使われました。その指揮にあたった俊乗房重源（しゅんじょうぼうちょうげん）は，材木切り出しに従事した人々の疲れを癒すため，石風呂を作ったと伝えられています。

石風呂は現代でいうサウナのようなもので，当施設では，ドーム状の石風呂を再現し多くの利用者に体験していただいています。

· 要申込み・参加費100円
★放送大学　
http://www.u-air.ac.jp
■編集後記■
生涯学習センターでは，1月19日（水）から２月25日（金）まで，国立教育政策研究所社会教育実践センターからのエルネット配信を受けて，社会教育主事講習〔Ｂ〕を実施しています。
広島会場は，広島県，山口県，長崎県内の教育委員会や教育施設の職員の方，17名が受講されています。生涯学習概論，社会教育計画，社会教育特講，社会教育演習の４科目があり，全てを受講している方，数年に分けて受講している方がおられます。
明日からは，島根東会場と合同での２泊３日の宿泊研修です。研修では，専門性の向上を図るとともに，受講者の皆さんのつながりが強くなればと思っています。
　生涯学習センターでは，この研修以外にも社会教育や家庭教育に携わっておられる職員や指導者の方の研修や支援を行っています。関心のある方は，是非，センターまで御連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　徳重　宏美　
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＜発行：問合せ先＞　広島県立生涯学習センター
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※メールマガジンの配信登録・停止は，生涯学習センターへメールでお知らせ
　ください。
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